
 

【 米 代 川 （ 県・国 ） 】 

○ 堤防・河岸の復旧（能代市扇田地区等 11 箇所、大館市道目木等 4 箇所、大館市板沢地区等４箇所、鹿角市八幡平玉内等

10 箇所） 

○ 堤防強化（能代市扇田・鶴形・天内・朴瀬、北秋田市今泉） 

○ 家屋浸水対策（大館市山田渡、能代市麻生・小繋・天内・常盤） 

○ 流下能力向上（阿仁川合流点下流の河道掘削・樹木伐採） 

○ 水防災拠点整備（能代市扇田地区） 

  

 

米代川の総合的な治水対策計画（平成 20年 3月 29 日策定）   ～ 流域のはん濫・洪水メカニズムに配慮した総合的な治水対策 ～ 

緊急的な対応 

水害時の対応 

○河川の流下能力不足の

解消 

○水害防止施設被災箇所

の機能 

○水防災の拠点施設整備 

○流出抑制 

平常時の危機管理 

○水害発生時の迅速な対

応の推進 

○水防活動の情報伝達体

系の整備 

○避難率向上及び避難者

への洪水情報伝達方法

○迅速な水防資材調達 

○普段の訓練・準備の充実 

○避難所・避難経路周知 

○水害教訓の継承等の推進 

米代川の 
目指すべき姿 

安心して安全に

住める水害に強

い街づくり 

○平成 19 年 9 月水害

規模の洪水に対し、

再度災害の防止及

び減災に努める 

重点項目 

【 阿 仁 川 （ 県 ）】  ○流下能力向上(河道掘削)・堤防強化・築堤（北秋田市増沢･木戸石地区等 5 工区） 

【 常 盤 川・内 川・桧 山 川 （ 県 ）】  ○築堤 

【 悪 土 川 （ 県 ）】  ○家屋浸水対策 

○ 防災計画 

○ 状況把握 

○ 水防活動 

○ 情報提供 

○ 避難活動 

○ 市民への連絡

と周知徹底 

○ 浸水想定区域図・ハザードマップの周知 

○ 水害を風化させないための広報  ○ 避難所・避難場所、避難経路等の広報 

○ 洪水調節施設等の役割、運用方法等の広報 

○ 地域防災計画書による訓練  ○ 流域内危機管理演習  ○ 水防訓練 

○ 水防災講習会の実施  ○ 地域主導による水害教訓等の後世への継承・啓発 

○ 水害常襲地区の利用・建築等への助言・指導      ○ 水害危険地区の設定検討 

○ 流出抑制施設設置推進 

○ 災害救援（ボランティア活動）・被災者生活援助     ○ 救済基金等の設置検討 

○ 地域交流による人的協力体制の確立 

○ 訓練 

○ 教育 

○ 土地利用 

○ 救済・救援 

（ソフト対策） 

○水害に対して自助・

共助・公助の精神に

則り、住民と市・県・

国が一丸となった多

層的な取り組みを実

施する 

○水害時の対応

○平常時の 

危機管理 

○土地利用 

対策の実施・評価・フォローアップ（計画・実施・評価・修正） 

○流域の連携 

(自助・共助・公助)

具 体 の 対 策 

流域一体とな

った対策の実

施(流域機関連

携の取り組み) 

○ 支川の改修[ 市・県 ]（浦志内川、福士川、犀川、引欠川、山田川） 

○ 森吉山ダム[ 国 ]・砂子沢ダム[ 県 ]の洪水調節施設の早期運用 ○ 農用地冠水対策（堤防） ○ 堤防の補修・機能維持 

○ 下水道整備[ 市 ] 

○ 市地域防災計画の見直し、各機関の災害対応マニュアルの策定 

○ 流域状況（雨量、水位、被災情報）の収集 

○ 危険地区の CCTV 追加設置 

○ 各機関相互の情報共有方法確立 

○ 水防活動の情報共有・連絡体制の確立  ○ 水防団への応援体制確立 

○ 重要水防箇所の点検・見直し    ○ 水防資材調達に関する民間協定 

○ 市民への情報伝達  ○ 秋田県管理ダムの洪水調節情報設備の整備  

○ 避難マニュアルによる減災方法の確立  ○ 自治体との避難判断水位共有（ホットライン） 

○ 避難所・避難場所の確保  ○ 避難住民への洪水情報提供方法の確立 

○ 自治体等の応援体制確立 

○中長期の対策 

（恒常的な 

維持管理） 

（ハード対策） 

○緊急的な対策 

米代川河川整備計画

（H17.3）のテーマ 

○安全・安心の川づ

くり 

○豊かな自然を次世

代に引き継ぐ川づ

くり 

○豊かな暮らしを支

える川づくり 

○地域の活性化に寄

与する川づくり 

○住民参加と地域連

携による川づくり 

平成１９年９月洪水 
における課題 

米代川の総合的な  

治水対策の基本方針 

○普段の備えを着実に

実施し、市民の要求

に応じ、きめ細かな

治水対策とする 

○流域特性を踏まえ、

住居への浸水被害を

防止し、人命の安全

を確保する 

【凡 例】 ○赤文字 ： 完了、実施済み ○青文字 ： 検討中、一部完了 ○緑文字 ： 未実施、未検討－ １ －

資料-２
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【ﾎﾟｲﾝﾄ】地域の協力を得て、事業が急ピッチで進められている。
○米代川及び阿仁川の災害復旧護岸工事は、平成２０年度で完成。
○米代川の築堤工事は、大館市山田渡地区が平成２０年度に完成。
○阿仁川の築堤工事は、北秋田市五味堀工区が平成２０年度に完成。北秋田市増沢・木戸石工区、米内沢工区が平成２１年度に完成予定。
○河道掘削工事（米代川・阿仁川）は継続実施、平成２２年度に完成予定。情報交換により、掘削土の利活用を実施。
○森吉山ダム（国）、砂子沢ダム（県）で平成２１年度に試験湛水を開始予定。

○阿仁川災害復旧助成事業 【県】
河道掘削、築堤、災害復旧、橋梁架替を実施しており、平成23年度の完成を目指す。
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【 ハード対策 】 ～ 平成20年度の取り組み ～

【工程表】 【位置図】

○情報交換による掘削土の利活用を実施

市、県と国 市と県

【 鹿角市 】

○公営住宅建設事業

○米代川災害復旧事業 【国】
河道掘削、築堤、堤防強化等を実施しており平成22年度の完成を目指す。

工種 地区 数量

【 凡 例 】 ：設計・用地 ：工事

平成19年度 平成22年度平成21年度平成20年度

天内地区 2,000m

200m

今泉地区

朴瀬地区

　河道掘削（延長 35.5km）

小繋地区

山田渡地区

麻生地区

天内地区
（水門）

常盤地区

築　　堤
(5地区)
(1,250m)

90万ｍ
3

200m

1基

200m

650m

　災害復旧護岸 15箇所
(3,050m)

1,000m
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700m

鶴形地区

扇田地区 1,100m

堤防強化
(5地区)
(5,200m)

　CCTVの設置 31基

　高水敷伐木 150万m2

H21.3時点で約50万m
3
完了

完了

H21.3までに
30基を設置

※H19までに23基設置済み
H21.3までに
約９割完了

堤防強化５地区は、
H21.3時点で3,800m完了

平成21年度
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県

内容平成20年度河川名区分 平成21年度

護岸など浦志内川鹿角市

築堤など桧山川運河能代市

福士川
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内容平成20年度河川名区分

○支川の改修 （能代市、鹿角市、県）

【 能代市 】
○学校造成工事
○都市公園整備事業

【 北秋田市 】

○産廃処理場関連工事

【 秋田県 】
（山本地域振興局）

○海岸施設災害復旧事業

【 秋田県 】
（北秋田地域振興局）
○国道道路改築工事

【 秋田県 】
（鹿角地域振興局）

○河道掘削工事

【 能代河川国道事務所 】
○米代川復緊事業
（河道掘削工事）



○各機関が広報誌をホームページ等で取り組み状況を紹介

○森吉山ダム 【国】
平成２２年１月から試験湛水開始予定。
平成２３年度にダム完成予定。

【 ハード対策 】 ～ 平成20年度の取り組み ～

森吉山ダムの状況（平成19年撮影）

○砂子沢ダム 【県】
平成２１年１０月から試験湛水開始予定。
平成２２年度にダム完成予定。

砂子沢ダムの状況（平成20年撮影）

☆北秋田地域振興局 建設部
『阿仁川復旧課ニュース』

★能代河川国道事務所
『米代川災害復旧だより』

○阿仁川川づくり協議会（平成20年10月15日設立） 【県】
地元の意見を事業に反映させ、且つ、防災意識の高揚を図る事を目的として設立。
平成20年度は、勉強会、見学会を実施すると共に、水害を風化させないためのポスターを作成。

○阿仁川河川整備計画策定検討委員会（平成20年9月3日設立） 【県】

阿仁川における治水・利水・環境の総合的な河川整備を推進することを目的として設立。
公聴会（H20.10.19）及び検討委員会（第2回：H20.11.10）の意見交換等を踏まえ、県知事へ意見書

を提出（H20.12.17）。

○米代川水系河川整備学識者懇談会
（平成20年7月28日設立）【国】

国土交通省では、平成19年9月の豪雨災害を
踏まえ、平成１７年３月策定の河川整備計画の
見直しを実施するため、「米代川水系河川整備
学識者懇談会」を設立。

これまで２回の懇談会を開催し、米代川の治
水、利水、環境、維持管理に関して学識経験を
有する方々等から意見を聴きながら、河川整備
計画の見直しについて審議。

第２回開催状況（H20.12.8）

○伐採木の無料配布

伐採木配布状況（北秋田地域振興局） 伐採木配布状況（能代河川国道事務所）

－ ３ －

第2回懇談会 開催状況（H20.12.8）



重点項目 具体の対策 詳細項目 県 国 現在の進捗状況

○水害時の対応 ①状況把握 ①危険地区のＣＣＴＶ追加設置・内水位計の設置 － ● ・H20は、ＣＣＴＶを７基、及び排水ポンプ停止水位の表示板（2箇所）を設置。

②各機関相互の情報共有方法確立 ・当面は、ＦＡＸによる情報共有で対応。

②水防活動 ①水防活動の情報共有・連絡体制の確立 ・当面は、ＦＡＸによる情報共有で対応。

②水防団への応援体制確立 ● ● ・市及び県の水防計画に規定。

③重要水防箇所の点検・見直し ● ●

④河川巡視ルートの見直し Ｈ２１ ● ・H19.9出水を踏まえた見直し。

③情報提供 ①秋田県管理ダムの洪水調節情報設備の整備 ● － ・県のＨＰにて情報配信中（水沢ダムを除く）。

②阿仁川における水位危険度（レベル１～５）の見直し ● － ・秋田県水防協議会で了承（H20.5）。

④避難活動 ①自治体との避難判断水位共有（ホットライン） － ● ・既存ﾎｯﾄﾗｲﾝの活用。

○平常時の危機管理 ①浸水想定区域図・ハザードマップの周知 ● － ・H20は米代川（指定区間）、小坂川、阿仁川、藤琴川について浸水想定区域図を作成・完了。

②水害を風化させないための広報 ● ● ・現場見学会(ﾏｽｺﾐ:9月、一般:11月)、ﾊﾟﾈﾙ展(県:8月と9月、国:11月と12月)実施。

③洪水調節施設等の役割、運用方法等の広報 ● ● ・森吉山ダムでは、出前講座で対応済み。

②訓練 ①地域防災計画による訓練 ● ● ・地域防災計画により、引き続き実施。

②流域内危機管理演習 Ｈ２１ ● ・H20は、12/1に能代市と国で実施。H21は４市、県、国での合同実施を予定。

③教育 ①水防災講習会の実施 ● ● ・北秋田振興局、能代河川国道事務所で出前講座を実施。

②地域主導による水害教訓等の後世への継承・啓発 ● ● ・北秋田振興局、能代河川国道事務所で出前講座を実施。

※　「●」は、実施済み（対応済み）を表す。

検討中

検討中

①市民への連絡
と周知徹底

【 ソフト対策 】 ～ 平成20年度の取り組み ～

－ ４ －

流域４市の取り組み状況 県・国の取り組み状況

重点項目 具体の対策 詳細項目 能代市 北秋田市 大館市 鹿角市 備　考

○水害時の対応 ①防災計画 ①地域防災計画の見直し ● ● ● H21 ・H21で地域防災計画の見直し完了。

②災害対応マニュアルの策定 ● ● ● ● ・鹿角市は「災害時職員初動体制ﾏﾆｭｱﾙ」改定、能代市は「災害発生時における緊急対応ﾏﾆｭｱﾙ」作成。

②状況把握 ①流域状況(雨量、水位、被災情報)の収集 ● ● ● ● ・インターネットの活用。

②各機関相互の情報共有方法確立 ・当面はFAXによる情報共有。

③水防活動 ①水防活動の情報共有・連絡体制の確立 ・当面はFAXによる情報共有。

②水防団への応援体制確立 ● ● ● ● ・水防計画により規定。

③水防資材調達に関する民間協定 ● ● ● ● ・大館市では、全４社(団体)と締結（食料、日用雑貨、衣類、作業用品、電力供給と復旧活動等）。

④情報提供 ①市民への情報伝達 ● ● ● ● ・鹿角市、能代市では自動ﾒｰﾙ配信ｼｽﾃﾑを活用。防災無線、消防無線、広報車、携帯電話などで周知。

⑤避難活動 ①避難マニュアルによる減災方法の確立 ● ● ● ● ・北秋田市は「避難判断・伝達マニュアル」を作成・公表。能代市は、同ﾏﾆｭｱﾙを作成。

②自治体との避難判断水位共有（ホットライン） ● ● ● ● ・能代市長、北秋田市長、大館市長と国道事務所長との間で継続実施。

③避難所・避難場所の確保 ● ● ● ● ・大館市では157箇所設置（H19.9洪水後に全避難所を再検証）。

④避難住民への洪水情報提供方法の確立 ● ● ● ● ・北秋田市では災害時に孤立する恐れのある集落へ携帯電話貸与。

⑤自治体等の応援体制確立 ● ● ● ● ・県内１３市と相互援助に関する応援協定により対応

○平常時の危機管理 ①浸水想定区域図・ハザードマップの周知 H21 H21 ● H21 ・大館市は広報と一緒に「保存版防災マップ」を全戸配布済み。

②水害を風化させないための広報 ● ● ● ● ・北秋田市を皮切りに巡回パネル展（４市で実施）を開催、広報に掲載し啓発に努めた。

③避難場所・避難経路等の広報 ● ● ● ● ・鹿角市では「避難所ﾏｯﾌﾟ」を作成、「第1避難所」、「第2避難所」を明示し周知を図った。

④ハザードマップの作成 H21 H21 H20・H21 H21 ・大館市は、米代川（直轄管理区間）と長木川についてH20公表済み。H21はその他の支川等を網羅して作成。

⑤公表済みハザードマップの見直し H21 H21 － － ・能代市では 二ツ井地区における避難施設の浸水状況の確認。

②訓練 ①地域防災計画による訓練 ● ● ● ● ・大館市では職員の消防防災訓練を実施（災害対策本部設置訓練・被害情報の報告訓練・情報伝達訓練）。

②流域内危機管理演習 ● H21 H21 H21 ・H20は、12/1に能代市と国で実施。H21は４市、県、国での合同実施を予定。

③水防訓練 ● ● ● ● ・自治体毎に実施。県は訓練用水防資材を提供。

③教育 ①水防災講習会の実施 ● ● ● ● ・４市とも出前講座を実施。

②地域主導による水害教訓等の後世への継承・啓発 ● ● ● ● ・４市とも出前講座を実施。北秋田市では、阿仁前田自治会が独自で水害避難訓練を実施。

○土地利用 ①土地利用 ①水害常襲地区の利用・建築等への助言・指導 検討中 未検討 検討中 未検討 ・大館市では、建築確認申請の際にハザードマップを渡すなどの助言・指導を実施予定。

②水害危険地区の設定検討 未検討 未検討 検討中 未検討 ・今後、検討。

③流出抑制施設設置推進 未検討 未検討 ● 未検討 ・大館市で開発行為に対して指導を実施、平成２０年度は２件の施行実績あり。

○流域の連携 ①救済・救援 ①災害救援（ボランティア活動）・被災者生活援助 ● ● ● ● ・鹿角市では、H20.3にボランティア研修会を社会福祉協議会が実施。他市でもボランティアの講習会を実施。

　　（自助、共助、公助） ②救済基金等の設置検討 未検討 未検討 未検討 未検討 ・今後、検討。

③地域交流による人的交流体制の確立 ● ● ● ● ・地域防災計画に基づく協定により対応。

※　「●」は、実施済み（対応済み）を表す。

①市民への連
絡と周知徹底

検討中

検討中



【 ソフト対策 】 ～ 平成20年度の取り組み ～

○地域防災計画の見直し、災害対応マニュアルの策定

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ※ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

避難マニュアル

まるごとまちごとﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ

災害対応マニュアル

洪水ハザードマップ

Ｈ２１改定予定

鹿角市大館市能代市 北秋田市

３月公表済３月策定済
地域防災計画

１月作成済

その他 ２月作成済
避難所運営マニュアル

９月公表済
大館市危機管理指針

９月作成
避難所開設運営マニュアル

Ｈ２１策定予定Ｈ２１策定予定

H２２以降 H２２以降

７月策定済
避難所マップ

９月公表済
防災マップ

H２２以降

９月改定済
緊急対応ﾏﾆｭｱﾙ（発生から24時間以内）

５月公表済

９月改定済
災害時職員初動体制マニュアル

８月策定済
北秋田市職員初動マニュアル

　Ｈ２１
　範囲拡大版策定予定

２月作成済
避難指示・勧告マニュアル

１月作成済み
避難判断・伝達マニュアル

Ｈ２１策定予定

２月作成済
災害時職員動員マニュアル

H２２以降

【ポイント】
洪水と震災の避難所を併記

・危険増大
・避難規模の増大

・危険増大
・避難規模の増大

・災害の発生
・災害発生の恐れ

・災害の発生
・災害発生の恐れ

【ポイント】 第1避難所と第2避難所を明示

○避難所・避難場所、避難経路等の広報

【ﾎﾟｲﾝﾄ】防災マニュアルの作成と情報共有体制の整備。
○各市が避難マニュアルや防災マップ等を作成したほか、３市で地域防災計画の見直しを完了。
○各種防災マップによる避難所・避難場所、避難経路等の広報を実施。
○洪水時の各機関相互の情報共有項目及び方法を確認。
○能代市と能代河川国道事務所は、合同で洪水対応演習を実施。
○巡回パネル展、治水見学会による水害を風化させない広報を実施
○県はホームページでダム情報を提供。
○北秋田市阿仁前田地区では住民主導の避難訓練を実施。

－ ５ －



放流量流入量

【例】

【 ソフト対策 】 ～ 平成20年度の取り組み ～

○各機関相互の情報共有項目及び方法

【能代地区（６月３日）】 【大館地区（６月５日）】【北秋田地区（６月６日）】

－ ６ －

鹿角市北秋田市

大館市能代市

秋 田 県

・河川砂防課

・地域振興局

情報共有

能代河川国道事務所
平成 年 月 日（ ） 時 分

米代川の総合的な治水対策 情報共有 【ＦＡＸ様式】

総合的な治水対策 関係機関 所属

担当 TEL. - -

※【情報の種類】：該当する情報 項目に○をつけて下さい 。場所や 戸数等はわかる範囲で 記載して下さい。

避難勧告
発令状況

土砂災害状況 洪水被害状況
水防団

活動状況
避難所の状況

(調査中) (調査中) (調査中) (調査中) (調査中)

[未発令] [土砂流出]
(地区名 )

[堤防被害]
(地区名 )

決壊・漏水・越水・その他

[出動(地区名)]

外 箇所

[設置済み(箇所数)]

[発令済み]
(箇所数 )

(地区名 )

[家屋被害]
(地区名 )

全 壊： 戸

半 壊： 戸

[家屋被害]
(地区名 )

床上浸水 ： 戸

床下浸水 ： 戸

全 壊： 戸

半 壊： 戸

[活動内容]
漏水・越水

その他 （調査中 )

[不足物品等]
(物品名 )

[避難] [避難済み人数]

(約 人)

[道路情報]
(地区名 )

市道・県道・国道・その他

[道路被害]
(地区名)

冠水・損壊・その他
[解除]

[橋梁被害(橋梁名)]

市道・県道・国道

[その他]

[人的被害]

・地区名

・有り 人

・なし

・調査中

[人的被害]

・地区名

・有り 人

・なし

・調査中

[その他]

[その他]
(避難所内の状況 等)

【その他】：上記に該当する事項がない場合や詳細に伝えたい事項などがあれば記載して下さい 。

情報共有シート試行

○重要水防箇所の点検・見直し

○水害を風化させないための広報

○巡回パネル展（鹿角市役所談話室）
【主催】米代川の総合的な治水対策協議会

○治水見学会（森吉山ダム工事現場）
【主催】米代川治水期成同盟会

森吉山ダム建設促進期成同盟会

○合同洪水対応演習

合
同
で
実
施

能代市長 能代河川国道事務所長

○県管理のダム情報の整備

○高輝度避難所案内看板の設置

高輝度避難所案内看板

※平成21年度は更に増設予定

※避難所へ向かう住民。
北秋田市は、防災無

線による情報提供を実
施し、訓練に協力。

○地域主導による水害教訓等の後世への継承・啓発

【住民主導の訓練 （H20.9.17、北秋田市）】

【ポイント】
水防団、市、県、河川管理者が危険箇所の情報共有を図る


